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	【検討課題】
	「都記」とその後継図のタイトルと記載内容の変化から、江戸時代前期の京都の人々の地域認識を考える。
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	17世紀初期に刊行された京都の都市図についてこれまでどのような説明が行われてきたのか、確認しておこう。以下の参考文献から１つ以上を選んで該当部分を読み、説明の要点を視野の空欄にまとめておこう。
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